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昨
年
末
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
と
べ
動
物
園
に
や
っ
て
来
た
、ボ
ル

ネ
オ
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
ジ
ェニ
フ
ァ
ー
。
新
し
い
環
境
に
も
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
て
、３
月
４
日
か
ら
一
般
公
開
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
３
月

13
日
に
15
歳
を
迎
え
た
ジ
ェニ
フ
ァ
ー
は
、
と
て
も
優
し
く
て
賢
い
女

の
子
で
、
と
べ
動
物
園
に
い
る
15
歳
の
ハ
ヤ
ト
の
お
嫁
さ
ん
候
補
で
す
。

　

関
係
者
の
話
で
は
、
賢
い
だ
け
に
到
着
し
て
か
ら
も
な
か
な
か
自

分
の
部
屋
か
ら
出
て
こ
な
い
慎
重
派
で
し
た
。
オ
ス
の
ハ
ヤ
ト
と
は
ま

だ
顔
を
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、に
お
い
や
声
で
お
互
い
の
存
在
に
は

気
付
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

落
ち
着
い
た
ら
二
人
の
相
性

を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
お
見

合
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　

少
し
や
ん
ち
ゃ
な
ハ
ヤ
ト
と

優
し
い
ジ
ェニ
フ
ァ
ー
、
仲
良
く

な
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
す
る

の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
前
に
や
や
ぽ
っ
ち
ゃ
り
系

の
ジ
ェニ
フ
ァ
ー
は
ダ
イ
エ
ッ
ト

も
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
よ

う
で
す
。

　

目
の
周
り
に
白
い
部
分

が
残
っ
て
い
て
童
顔
の
ジ
ェ
ニ

フ
ァ
ー
は
、
人
気
者
に
な
る
こ

と
間
違
い
な
し
で
す
。

写
真
提
供
：
と
べ
動
物
園

と
べ
動
物
園
に
や
っ
て
来
た

　
　
ボ
ル
ネ
オ
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の「
ジ
ェニ
フ
ァ
ー
」
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２
月
定
例
県
議
会（
第
３
９
５
回
）は
、３

月
19
日
に
27
日
間
の
会
期
を
終
え
ま
し
た
。

可
決
議
案
は
、
予
算
26
、
条
例
17
、
人
事
３
、

そ
の
他
10
、
議
員
提
出
の「
愛
媛
県
手
話
言

語・情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
条
例
」
と
、決
議

１
、意
見
書
５
で
す
。

　

な
お
、
イ
ラ
ンへの
軍
事
攻
撃
に
関
し
、
武

力
行
使
の
即
時
停
止
と
現
地
在
留
邦
人
の

完
全
確
保
を
求
め
る
意
見
書
は
賛
成
少
数
で

否
決
、
伊
方
原
発
の
停
止
の
決
議
を
求
め
る

請
願
は
不
採
択
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
慣
例
に
よ
り
正
副
議
長
の
交
代
、

常
任
委
員
会
の
再
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1 

当
初
予
算

　

令
和
８
年
当
初
予
算
は
、一
般
会
計
が

７
，８
２
７
億
２
，０
０
０
万
円（
対
前
年
度

２
８
５
億
７
，０
０
０
万
円
増
）で
、
中
村
県

政
最
大
と
な
っ
た
昨
年
度
を
さ
ら
に
上
回

る
積
極
的
な
予
算
で
す
。
特
別
会
計
は
２
，

３
９
１
億
４
０
０
万
円（
▲
58
億
５
，７
０
０
万

円
）、企
業
会
計
は
７
５
１
億
７
，０
０
０
万
円

（
＋
13
億
２
，７
０
０
万
円
）で
、
県
全
体
の
予

算
規
模
は
１
兆
９
６
９
億
９
，４
０
０
万
円
に

なって
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
、
D
Ｘ
・
官
民
共
創
の
推

進
な
ど
四
つ
の
重
点
施
策
の
ほ
か
、
教
育
や
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
、
海
洋
ゴ
ミ
や
脱
炭
素
へ

の
対
応
な
ど
、
総
合
計
画
の
９
政
策
全
体
を

俯ふ

瞰か
ん

し
、
各
分
野
に
広
く
目
配
り
し
て
事
業

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
主
な
事
項
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

（
１
）�人
口
減
少
対
策

　
　
《
R
７
：
50
億
円
→
R
８
：
53
億
円

（
２
月
補
正
７
億
円
含
む
）》

▼
え
ひ
め
人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
交
付

21
億
２
３
４
万
円

　

市
町
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
少
子
化
対

策
を
積
極
的
に
展
開
で
き
る
よ
う
、メ
ニュー

選
択
型
の
総
合
交
付
金
に
よ
る
支
援
を
行
い
、

県
・
市
町
が
連
携
し
て
少
子
化
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

▼
妊
産
婦
産
前
・
産
後
ケ
ア
支
援
事
業

１
億
３
，７
７
２
万
円

　

助
産
師
の
広
域
派
遣
や
周
産
期
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
。
育
児
経
験
の
な
い
世
帯
へ

プ
ッ
シ
ュ
型
の
産
前
・
産
後
ケ
ア
の
実
施
。
助
産

師
会
の
機
能
強
化
、
事
務
の
集
約
化
を
図
り

ま
す
。

▼
外
国
人
介
護
人
材
定
着
支
援
事
業

４
，６
８
１
万
円

　

人
材
・
受
入
施
設
双
方
に
対
す
る
県
外
国

人
介
護
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
研
修
や
施
設

向
け
環
境
整
備
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

▼
多
様
な
農
業
労
働
力
確
保
推
進
事
業

５
９
６
万
円

　

労
働
力
確
保
に
取
り
組
む
経
営
体
への
支

援
。
農
業
労
働
力
確
保
対
策
会
議
等
の
実
施
。

（
２
）�Ｄ
Ｘ
・
官
民
共
創
の
推
進

　
　
《
R
７
：
86
億
円
→
R
８
：
80
億
円

（
２
月
補
正
18
億
円
含
む
）》

▼�

運
転
支
援
等
交
通
安
全
施
設
緊
急
整
備

事
業　

  　
　
　
　

 

２
億
７
，０
２
１
万
円

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ（
事
故
履
歴
や
急
ブ
レ
ー
キ

頻
度
な
ど
）を
活
用
し
て
危
険
な
箇
所
を
抽

出
し
、
区
画
線
引
き
直
し
、
視
距
を
阻
害
す

る
植
栽
撤
去
な
ど
危
険
箇
所
の
安
全
対
策
を

実
施
し
ま
す
。

愛
媛
県
議
会
定
例
会（
２
０
２
６
年
２
月
）の
概
要

5,500

6,000

8,000
（億円）

7,500

7,000

6,500

H29 30 R元 2 3 4 5 6 7 8（年度）

6,227.0
6,440.0 6,430.5

7,032.8 7,069.3

7,283.0

7,541.5

7,827.2

6,357.7

6,948.0

【表１】 令和８年度　県当初予算の会計別規模
（単位：百万円、▲は減）

※端数四捨五入のため合計が合わない場合があります。

【過去10年間の当初予算の推移】

特
　
別
　
会
　
計

会 計 別 予算額 前年度当初比

企
業
会
計

一般会計 782,720 28,570 
災害救助基金 8 7
国民健康保険事業 127,109 ▲ 443 
母子父子寡婦福祉資金 376 ▲ 321 
中小企業振興資金 17 0 
農業改良資金 7 増減なし
国営農業水利事業負担金 481 52 
県有林経営事業 292 17 
林業改善資金 179 49 
沿岸漁業改善資金 51 増減なし
公共用地整備事業 2,294 159 
港湾施設整備事業 22 7 
用品調達 306 増減なし
自動車集中管理 16 ▲ 1 
公債管理 107,838 ▲ 5,361 
奨学資金 109 ▲ 22 

計 239,104 ▲ 5,857 
電気事業 4,782 950 
工業用水道事業 2,034 667 
病院事業 68,354 ▲ 290 

計 75,170 1,327 
合　計 1,096,994 24,039 
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▼
え
ひ
め
官
民
共
創
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

1
億
３
０
７
万
円

　

官
民
共
創
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
等
の

開
発
等
に
柔
軟
に
対
応
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
型
の
補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

▼
え
ひ
め
版
政
策
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

　

政
策
立
案
の
高
度
化  　

３
，１
０
７
万
円

　

多
様
な
主
体
が
企
画
段
階
か
ら
連
携
す
る

仕
組
み
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
等
を
実
施
し
ま
す
。

（
３
）�防
災
・
減
災
対
策
《
R
７
：
１
４
２
億
円

→
R
８
：
１
２
０
億
円
》

▼
農
地
再
編
復
旧
整
備
事
業

６
億
９
，９
３
０
万
円

　

西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
た
柑
橘
産
地
の
区

画
整
理
を
図
る
再
編
復
旧
を
実
施
。
施
工
場

所
：
宇
和
島
市（
玉
津
地
区
、立
間
地
区
）、

松
山
市（
由
良
地
区
）、今
治
市（
上
浦
地
区
）

▼
県
単
独
緊
急
防
災
・
減
災
対
策
事
業

44
億
６
，０
０
０
万
円

▼
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

１
億
８
，８
５
２
万
円

�　
補
助
限
度
額
：
改
修
２
８
７
千
円
／
戸（
耐

風
加
算
１
３
８
千
円
）、診
断
18
千
円
／
戸
、設

計
１
０
０
千
円
／
戸

　

議
会
最
終
日
に
は
福
羅
議
長
、大
西
副
議
長

の
辞
任
に
伴
う
正
・
副
議
長
選
挙
が
あ
り
、
私

は
副
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
新
議
長
を
補
佐

し
、少
数
会
派
の
意
見
も
考
慮
し
な
が
ら
円
滑

な
議
会
運
営
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
議
長
に
は
松
尾
和
久
議
員（
自
由
民
主
党
、

松
山
市
・
上
浮
穴
郡
選
挙
区
、
当
選
４
回
）が

満
票
で
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の

編
成
変
え
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
新
し
い
常

任
委
員
会
で
は
、農
林
水
産
委
員
会
に
籍
を
置

き
ま
す
。

議事堂議長室で、松尾新議長（右）と

新県庁第二別館。１・２階が官民共創拠点
E:N BASE（エン・ベース）

【表2】 令和８年度の主な事業と予算額　　◎新規事業、○大幅増額

人口減少
対策

えひめ人口減少対策総合交付金 21億　 234 万円
◎ 妊産婦産前・産後ケア支援事業 1億 3,772 万円

○ 外国人介護人材定着支援事業 4,681 万円
◎ 学生Ｕターン就職促進事業（２月補正） 2,769 万円

DX・官民
共創の推進

トライアングルエヒメ2.0事業（２月補正） 10億 1,890 万円
E:N BASE（エン・ベース）を核とした官民共創の推進体制構築（２月補正） 1億 1,019 万円

◎ 運転支援等交通安全施設緊急整備事業 2億 7,021 万円
◎ えひめ官民共創チャレンジ支援事業 1億　 307 万円

防災・減災
対策

○ 農地再編復旧整備事業 6億 9,930 万円
木造住宅耐震化促進事業 1億 8,852 万円

◎ 愛顔の消防団担い手確保プロジェクト事業 995 万円
◎ 耳で聴くハザードマップ整備事業 429 万円

地域経済の
活性化

ベトナム地域連携ビジネス定着支援事業 978 万円
◎ えひめEVサーキュラーエコノミー推進事業 3,698 万円
◎ 果実供給力強化支援事業 1億 2,135 万円
◎ 砥部焼産地原料価格等高騰対策支援事業（２月補正） 1,378 万円

かんきつ流通施設強化支援事業（２月補正） 6億 2,486 万円
共同利用施設再編集約合理化推進事業（２月補正） 4億 1,245 万円

◎ 米麦共同利用施設再編整備事業（２月補正） 2億 7,160 万円

その他

○ 全国植樹祭開催 9億　 577 万円
◎ 公立小学校学校給食費負担軽減事業 32億 6,704 万円

救急医療等提供体制持続化緊急支援事業（２月補正） 15億 2,900 万円
県立病院政策的医療維持緊急支援金（２月補正） 10億 9,821 万円

◎ 犯罪検挙対策高度化プロジェクト事業（２月補正） 1,982 万円

（端数四捨五入）
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▼�
愛
顔
の
消
防
団
担
い
手
確
保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業　
　
　
　
　
　
　
　

   

９
９
５
万
円

　

消
防
団
員
の
確
保
・
若
返
り
に
向
け
た
広

報
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
と
連
携
し
た
団
員
確
保
対
策
等
を
実
施
し

ま
す
。

▼
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
整
備
事
業

４
２
９
万
円

�　

視
覚
障
が
い
者
や
外
国
人
等
が
速
や
か
に

避
難
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、ハ
ザ
ー

ド
マッ
プ
の
音
声
読
み
上
げ
な
ど
避
難
情
報
の

取
得
を
支
援
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

導
入
し
ま
す
。

（
４
）地
域
経
済
の
活
性
化

▼�

ベ
ト
ナ
ム
地
域
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
定
着
支
援

事
業　
　
　
　
　
　
　
　

   

９
７
８
万
円

　

ビ
ン
ロ
ン
省（
ベン
チ
ェ
省
含
む
３
地
域
の
再

編
に
よ
り
誕
生
）と
の
覚
書
を
軸
に
現
地
課

題
を
県
内
企
業
の
技
術
で
解
決
す
る
モ
デ
ル

を
構
築
し
ま
す
。

▼�

し
ま
な
み
海
道
・
国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

実
施
事
業　

 　
　
　

 　

９
，１
９
４
万
円

　
７
千
人
規
模
の
大
会
を
10
月
25
日（
日
）に

開
催
し
ま
す
。

▼�

え
ひ
め
Ｅ
V
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
推

進
事
業　
　
　
　
　
　

  

３
，６
９
８
万
円

　
Ｅ
Ｖ
バッ
テ
リ
ー
の
再
利
用
ス
キ
ー
ム
の
実
証

や
、
技
術
指
導
を
通
じ
て
県
内
で
資
源
循
環

モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
す
。

▼�

果
実
供
給
力
強
化
支
援
事
業

1
億
２
，１
３
５
万
円

・
対
象
事
業

営
や
招
待
者
の
輸
送
業
務
、全
国
林

業
後
継
者
大
会
な
ど
関
連
行
事
等

を
実
施
し
ま
す
。

▼�

部
活
動
改
革
広
域
連
携
体
制
構

築
事
業　
　
　

８
，８
６
７
万
円

　

指
導
者
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能

や
広
域
的
な
マッ
チ
ン
グ
機
能
を
備

え
た
連
携
基
盤
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に

開
発
。
県
独
自
の
中
高
連
携
、プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
等
と
の
連
携（
合
同
練
習・

体
験
会
等
）な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

▼�
公
立
小
学
校
給
食
費
負
担
軽
減

事
業　
　

32
億
６
，７
０
４
万
円

　

公
立
小
学
校
の
学
校
給
食
に
係

る
食
材
費
に
対
し
交
付
金
を
交
付
。

　

負
担
区
分
：
国
１
／
２

　
　
　
　
　
　

  
県
１
／
２

　

①
苗
木
の
新
植
・
改
植
や
灌
水
施
設
整
備

　

②�ハ
ウ
ス
、
ネ
ッ
ト
、モ
ノ
レ
ー
ル
、ド
ロ
ー
ン

な
ど
整
備

　

③�

A
Ｉ
を
使
い
画
像
処
理
が
出
来
る
小
型

選
果
機
導
入
な
ど

・
補
助
対
象
等

　

�

Ｊ
A
や
要
件
を
満
た
す
農
業
生
産
法
人
を

対
象
に
整
備
費
の
３
分
の
１
以
内
補
助

（
５
）そ
の
他

▼
全
国
植
樹
祭
開
催　

  

９
億
５
７
７
万
円

　
５
月
17
日（
日
）開
催
の
全
国
植
樹
祭
に
当
た

り
、
式
典
等
大
会
運
営
を
は
じ
め
、
会
場
の
設

2 

補
正
予
算

　

２
月
補
正
予
算
は
、一般
会
計
が
77
億
１
，

５
８
１
万
円
の
追
加
で
累
計
８
，
４
０
６
億
６
，

４
７
３
万
円
。
特
別
会
計
が
15
億
１
，

６
９
０
万
円
の
追
加
で
累
計
２
，
４
６
５
億
２
，

３
５
９
万
円
、
企
業
会
計
は
15
億
円
追
加
し

累
計
７
６
３
億
４
，
２
３
４
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
一
般
会
計
は
12
月
に
引
き
続
き
県

独
自
の
物
価
高
騰
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
や
、

災
害
に
強
い
愛
媛
づ
く
り
基
金
な
ど
４
基
金
へ

の
積
み
増
し
な
ど
４
１
９
億
３
，７
７
３
万
円

を
追
加
計
上
す
る一方
で
、
国
の
内
示
額
減
に

よ
り
執
行
で
き
な
か
っ
た
事
業
や
、
公
債
費

利
子
の
不
用
額
な
ど
３
４
２
億
２
，１
９
２
万

円
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

えひめこどもの城入口駐車場付近

準備が進む全国植樹祭会場（県総合運動公園多目的広場）
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（
１
）一
般
会
計（
増
額
分
）

▼
学
生
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業

２
，７
６
９
万
円

　

中
国
地
方
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
相
談
窓
口
の
新

設
。
県
外
学
生
が
県
内
で
の
就
職
活
動
を

す
る
交
通
費
助
成（
補
助
率
10
／
10
、
上
限

20
千
円
）

▼�

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
エ
ヒ
メ
２・０
事
業

10
億
１
，８
９
０
万
円

　

最
先
端
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
実
装
・
定
着
・
横

展
開
の
ほ
か
、
全
国
共
創
拠
点
と
の
連
携
強

化
や
事
業
者
誘
致
を
実
施
し
ま
す
。

▼�

Ｅ
：
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ（
エ
ン
・
ベ
ー
ス
）を
核
と
し

た
官
民
共
創
の
推
進
体
制
構
築

１
億
１
，０
１
９
万
円

　

第
二
別
館
内
に
新
設
す
る
エン・ベー
ス
の
運

営
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、共
創
イ
ベン

ト
を
定
期
開
催
。エン・ベー
ス
は
５
月
26
日
開

館
予
定
で
す
。

▼�

砥
部
焼
産
地
原
料
価
格
等
高
騰
対
策
支
援

事
業　

  　
　
　
　
　

 　

１
，３
７
８
万
円

①�

砥
部
焼
製
造
に
係
る
設
備
投
資
を
行
う

窯
元
を
間
接
的
に
補
助
。
補
助
率
３
分
の

１
で
補
助
金
の
限
度
額
は
１
０
０
万
円
。

砥
部
町
も
同
額
を
補
助
し
ま
す
。

②�
砥
部
焼
坏
土
の
購
入
費
用（
価
格
高
騰
分
）

に
対
し
て
、
県
が
２
分
の
１
、
砥
部
町
が
２

分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

▼�

か
ん
き
つ
流
通
施
設
強
化
支
援
事
業

_
６
億
２
，４
８
６
万
円

・�

整
備
内
容
：
え
ひ
め
南
農
協
の
４
選
果
場
を

一箇
所
に
統
合
。
Ａ
Ｉ
選
果
機
な
ど
先
端
技

術
を
導
入
し
ま
す
。

・
補
助
率
：
国
58
・
3
％
、県
5
％

・
事
業
実
施
主
体
：
え
ひ
め
南
農
業
協
同
組
合

・�

そ
の
他
：
令
和
10
年
度
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

▼�

共
同
利
用
施
設
再
編
集
約
合
理
化
推
進
事
業

①�

野
菜
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
・
加
速

化　
　
　
　
　
　

  

３
億
５
，９
５
０
万
円

・
整
備
内
容
：
広
域
選
果
流
通
体
制
施
設
整
備

・
補
助
率
：
国
55
％
、県
5
％

・�

事
業
主
体
：
愛
媛
野
菜
広
域
事
業
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム（
構
成
員
：
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、関

連
Ｊ
Ａ
、生
産
者
、実
需
者（
市
場
関
係
者
）

等
）

・�

そ
の
他
：
７
、８
年
度
の
２
か
年
事
業（
R
８

は
選
果
設
備
の
整
備
）

②�

野
菜
共
同
利
用
施
設
の
合
理
化
・
加
速
化

５
，２
９
５
万
円

・�

整
備
内
容
：
き
ゅ
う
り
カ
ラ
ー
画
像
処
理
測

定
式
選
別
機
一式  

ほ
か

・
補
助
率
：
国
50
％

・
事
業
実
施
主
体
：
周
桑
農
業
協
同
組
合

・
そ
の
他
：
８
年
度
事
業

▼�

米
麦
共
同
利
用
施
設
再
編
整
備
事
業

２
億
７
，１
６
０
万
円

・�

整
備
内
容
：
水
稲
共
同
育
苗
施
設
の
整
備

・
補
助
率
：
国
58
・
３
％
、県
５
％

・
事
業
実
施
主
体
：
え
ひ
め
南
農
業
協
同
組
合

・
そ
の
他
：
８
、９
年
度
の
２
か
年
事
業

▼�

救
急
医
療
等
提
供
体
制
持
続
化
緊
急
支

援
事
業　
　
　
　
　

15
億
２
，９
０
０
万
円

　

救
命
救
急
や
周
産
期
医
療
な
ど
政
策
医

療
を
担
う
県
内
基
幹
病
院
の
体
制
継
続
に
向

け
支
援
し
ま
す
。

えひめこどもの城

愛顔創出事業　ボブスレー、てっぺんとりでエリアのリニューアル。
　　　　　　　 てんとう虫のモノレールの改新、園内屋外へのクールスポットの整備。 8,984 万円

愛顔波及事業　�えひめグローバルキッズの育成（県内の子どもたちが韓国へ行きサミットを開催など）、こども
アートチャレンジ2026の創造など。 4,614 万円

とべ動物園
とべ動物園施設整備　　　　　　　 オランウータン舎整備、サル・ヒヒ舎整備方針検討・設計など。 4億3,000 万円

とべ動物園展示動物等購入費　　　動物の購入や、動物の健康管理強化等に必要な医療器具の整備。 8,652 万円

とべ動物園魅力向上戦略推進事業　�オランウータン来園１周年イベント、とべZOOイルミネーションなどイベ
ント開催や、Webによる情報発信。

2,360 万円

えひめ森林公園
全国植樹祭開催を契機にとべもり+（プラス）の他3施設との連携イベント等を実施。 1,278 万円

とべもり＋（プラス）ゼロカーボン夢プロジェクト推進事業（R６からの継続）

　PPA方式（注1）により太陽光発電設備を導入するなど、ゼロカーボン先進事例としての取組を推進。 4,786 万円

とべもり＋（プラス）エリア交流拡大推進事業
　�とべもり+エリア全体の魅力向上と相互誘客を促進するため、4施設が連携して周遊促進を図るほか、オランウータ

ン来園記念イベントを共同で実施。
2,412 万円

【表3】 令和８年度　とべもり＋（プラス）関連事業費
とべもり＋（プラス）：えひめこどもの城、とべ動物園、県総合運動公園に「えひめ森林公園」を加えたエリア

（注1）PPA方式：�自治体が設置場所を提供し、PPA事業者が無償で太陽光発電設備を設置。設置した設備で発電した電気を、自治体は有償で利用し、維持管理
はPPA事業家が担う制度。

（端数四捨五入）
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▼�
県
立
病
院
へ
の
給
与
改
定
差
額
緊
急
支
援
金

（
9
億
２
，６
１
０
万
円
）
と
政
策
的
医
療

維
持
緊
急
支
援
金（
10
億
９
，８
２
１
万
円
）

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
県
立
病
院
の

経
営
支
援
の
た
め
、一般
会
計
繰
出
金
を
増
額

し
ま
し
た
。

（
２
）特
別
会
計（
増
額
分
）

▼�

国
民
健
康
保
険
事
業

19
億
７
，３
７
２
万
円

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
係
る
決
算
剰
余
金

の
積
立
て
な
ど
。

▼�

県
有
林
経
営
事
業　

  　

７
，５
８
６
万
円

　

県
有
林
経
営
事
業
基
金
積
立
と
、一般
会
計

か
ら
の
貸
付
金
の
返
済
。

3 

条
例

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼�

環
境
影
響
評
価
条
例
の
改
正

　

洋
上
風
力
発
電
事
業
に
係
る
評
価
手
続
き

の
特
例
を
設
け
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
法
施
行
条
例
の
改
正

　

児
童
手
当
の
拡
充
や「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」な
ど
子
育
て
支
援
を
拡
充
す
る
た
め
の

財
源
と
し
て
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度

が
成
立
し
ま
し
た
。
支
援
金
は
、
社
会
保
険

料
と
合
わ
せ
て
保
険
者
が
徴
収
し
ま
す
。
市
町

（
国
保
）が
徴
収
す
る
た
め
の
基
準
を
定
め
ま

し
た
。
所
得
な
ど
で
差
が
あ
り
ま
す
が
、標
準

的
な
納
付
金
は
月
額
２
０
０
円
／
人
位
で
す
。

▼�
県
営
住
宅
管
理
条
例
の
改
正

　

入
居
に
当
た
り
連
帯
保
証
人
を
不
要
と
し

ま
す
。

▼�

学
校
職
員
定
数
条
例
を
改
正

　

合
わ
せ
て
97
人
増
員
と
し
ま
す
。

4 

人
事

①�

任
期
満
了
を
迎
え
る
高
橋
直な

お

人と

土
地
収

用
委
員
会
委
員
に
代
わ
っ
て
、
永
井
卓た

く

也や

氏
、50
歳
が
就
任
し
ま
し
た
。

②�

議
員
選
出
監
査
委
員
の
大
石
豪
、
帽
子
大

輔
議
員
に
代
わ
って
西
原
進
平（
松
山
市
・

上
浮
穴
郡
選
挙
区・９
期
）議
員
、明
比
昭

治（
西
条
市
選
挙
区
・７
期
）議
員
が
就
任

し
ま
し
た
。

5 

決
議

　

日
本
人
拉
致
問
題
の
広
報
啓
発
を
推
進
す

る
決
議

6 

意
見
書

・�

公
立
学
校
の
体
育
館
等
への
空
調
設
備
整
備

助
成
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

・
診
療
報
酬
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

・�

自
衛
隊
員
の
処
遇
改
善
、退
職
自
衛
官
の
再

就
職
促
進
に
関
す
る
意
見
書

・�

安
定
的
皇
位
継
承
の
議
論
促
進
を
求
め
る

意
見
書

・�
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
の
改
正
を
求
め
る

意
見
書

7 

そ
の
他

▼�

包
括
外
部
監
査
（
注
２
）
契
約
の
締
結

　

近
藤
荘
公
認
会
計
士（
松
山
市
）
と
１
，

１
６
０
万
円（
上
限
）の
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

▼�

権
利
の
放
棄

・�

生
活
安
定
資
金
貸
付
金
の
元
金（
2
人
、

９
１
，９
７
０
円
）及
び
延
滞
利
子
支
払
請

求
権

・�

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備

補
助
金
で
取
得
し
た
財
産
の
処
分
に
伴
う

納
付
金（
１
人
、１
６
６
万
円
）の
支
払
請
求

権
及
び
延
滞
金
支
払
請
求
権

・�

県
立
病
院
の
診
療
費
未
払
金（
11
人
：

２
５
４
万
円
）の
回
収
不
能
と
な
っ
た
債
権

▼�

土
地
改
良
事
業
や
土
木
建
設
事
業
等
の

負
担
額
の
変
更

▼�

東
予
総
合
高
校
新
館
新
築
工
事
の
請
負

額
変
更
。
変
更
後
の
請
負
額
は
、
13
億
４
，

０
３
６
万
円（
税
込
み
）で
２
，０
３
６
万
円

の
増
額
で
す
。

▼��

国
道
３
７
８
号
泉
山
橋
建
設
工
事
請
負
契

約
の
締
結

・�

施
工
場
所
等
：
伊
予
市
三
秋
～
同
市
双
海

町
高
野
川
、延
長
82
㍍
、幅
員
6.5
㍍

・
請
負
者
人
：
小
手
川
工
業（
株
）

・�

請
負
金
額
：
7
億
４
，１
０
７
万
円（
税
込
み
）

▼�

衆
議
院
選
挙
に
伴
う
補
正
予
算（
10
億
３
，

６
２
０
万
円
）専
決
処
分
の
承
認

▼�

自
動
車
事
故
な
ど
の
賠
償
額
の
決
定
に
つ

い
て
報
告（
２
件
）

（
注
２
）�包
括
外
部
監
査
：
弁
護
士
や
公
認
会
計
士
な
ど
外

部
の
監
査
人
と
契
約
を
結
ん
で
予
算
の
使
い
方
に
つ

い
て
監
査
を
受
け
る
こ
と
。
地
方
自
治
法
で
、
都
道

府
県
、政
令
指
定
都
市
、中
核
市
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

県立中央病院の全景

高 等 学 校 2,564人 → 2,652人（　88人）

市町立中学校 2,970人 → 3,053人（　83人）

中等教育学校 188人 → 174人（△14人）

市町立小学校 4,991人 → 4,900人（△91人）

特別支援学校 1,080人 → 1,111人（　31人）

計 11,793人 → 11,890人（　97人）
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▼
愛
媛
県
が
２
０
６
０
年

の
推
計
人
口
を
、
従
来
の

約
78
万
人
か
ら
約
65
万
人

に
見
直
し
ま
し
た
。
県
は

２
０
６
０
年
人
口
１
０
０
万
人
維
持
を
目
指

し
て「
え
ひ
め
人
口
減
少
対
策
戦
略
」
を
策

定
、
２
０
２
６
年
ま
で
に「
転
出
超
過
の
解

消
」
と「
出
生
数
８
，５
０
０
人
」
と
い
う
二
つ

の
目
標
を
掲
げ
て
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
は
、
東
京
一
極
集
中

の
再
加
速
、
出
生
数
の
更
な
る
減
少
と
い
う

厳
し
い
現
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
対
策

に
早
急
に
取
り
組
む
た
め
、
将
来
人
口
の
再

推
計
を
し
ま
し
た
。
今
回
の
推
計
で
は
、
生

産
年
齢
人
口（
15
～
64
歳
）の
急
減
も
予
測
さ

れ
ま
す
。
こ
の
世
代
は
２
０
２
５
年
時
点
で
約

69
万
人
い
ま
す
が
、
団
塊
ジ
ュニ
ア
世
代
が
高

齢
者
と
な
る
２
０
４
０
年
に
は
50
万
人
を
切

り
、２
０
６
０
年
に
は
約
29
万
人
に
ま
で
減
る

見
通
し
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
人
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
持
続

可
能
性
に
も
不
安
が
漂
い
ま
す
。「
縮
む
社

会
」を
見
据
え
た
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

▼
２
月
11
日
か
ら
国
際
交
流
促
進
議
員
連
盟

で
、ベ
ト
ナ
ム
の
本
県
関
係
企
業
を
視
察
し
ま

し
た
。
特
に
、最
大
都
市
ホ
ー
チ
ミ
ン
に
あ
る
エ

ス
ハ
イ
社
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
同
社
は
、

日
本
向
け
に
高
度
外
国
人
材
や
技
能
実
習
生

ら
を
育
成
す
る
人
材
送
り
出
し
機
関
で
す
。

愛
媛
県
は
２
０
２
４
年
に
同
社
と
覚
書
を
締

結
。
２
０
２
２
年
に
経
済
協
力
の
覚
書
を
結

ん
だ
ベン
チ
ェ
省（
行
政
区
再
編
で
現
ビ
ン
ロ
ン

省
）を
含
め
た
３
者
が
連
携
し
、人
材
受
け
入

れ
の
愛
媛
モ
デ
ル
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
視

察
で
は
、日
本
人
チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
案

内
で
各
教
室
を
見
て
回
り
、
教
室
生
と
意
見

交
換
。
真
剣
に
学
ぶ
生
徒
の
姿
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
日
本
は
円
安
で
、
賃
金
面
で
は
彼

ら
に
と
って
決
し
て
魅
力
あ
る
国
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
文
化
的
な
違
い
を
乗
り
越
え
る
た
め

の
生
活
環
境
の
整
備
や
待
遇
の
改
善
を
進
め
、

外
国
人
材
に
選
ば
れ
る
国
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
平
均

年
齢
は
32
・
８
歳
。
49
歳
の
日
本
か
ら
見
る
と

随
分
若
い
国
で
す
。
国
の
統
計
で
は
、
県
内
在

住
外
国
人
の
労
働
者
数（
令
和
７
年
６
月
末

時
点
）は
1
万
３
，４
５
２
人
。
国
籍
で
は
ベ
ト

ナ
ム
が
最
も
多
い
４
，２
３
４
人
で
す
。

▼
１
月
27
日
公
示
、２
月
８
日
投
開
票
で
行

わ
れ
た
衆
議
院
総
選
挙
。
結
果
は
、
自
民
党

が
３
１
６
議
席
を
獲
得
。
衆
議
員
定
数
の
３

分
の
２
以
上
を
占
め
る
空
前
の
大
勝
利
と
な

り
ま
し
た
。
選
挙
の
争
点
は一つ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
共
通
し
て
い
た
の
は
消
費
税
減
税
。

「
チ
ー
ム
み
ら
い
」
を
除
く
ほ
ぼ
全
党
が
消
費

税
の
引
き
下
げ
や
廃
止
を
訴
え
て
い
ま
す
。

髙
市
総
裁
も
２
年
間
限
定
で
す
が
、
食
料
品

に
係
る
消
費
税
の
廃
止
を
公
約
に
掲
げ
ま
し

た
。
今
の
日
本
の
現
状
と
将
来
世
代
の
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
消
費
税
の
減
税
と
か
廃
止
が

無
理
な
こ
と
は
、
明
白
。
食
料
品
だ
け
ゼ
ロ
に

し
た
場
合
で
も
減
収
額
が
約
５
兆
円
に
の
ぼ

り
ま
す
。
代
わ
り
の
財
源
と
し
て
法
人
税
な

ど
を
軽
減
し
て
い
る「
租
税
特
別
措
置
」の
見

直
し
や
、
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
こ
の
穴
を
埋

め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。
消
費
税
は
、
歴

代
の
内
閣
が
政
治
生
命
を
か
け
て
、
小
石
を

積
み
上
げ
る
よ
う
に
築
き
上
げ
て
き
た「
税
」

で
す
。
持
続
可
能
な
社
会
保
障
と
負
担
に
つ

い
て
も
っ
と
本
音
の
議
論
が
必
要
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
救
い
は
、
消
費
税
率
維

持
を
掲
げ
た「
チ
ー
ム
み
ら
い
」が
、躍
進
し
た

こ
と
で
す
。
出
口
調
査
で
は
、
10
～
30
代
の
支

持
が
厚
か
っ
た
と
の
こ
と
。
若
者
は
現
状
を
冷

静
に
判
断
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
雑
日
感

エスハイ社の教室で生徒さんと意見を交わす（写真右側手前）

消費税と歴代首相

竹下　 登
1989年４月に３%の消費税
導入。増税にリクルート事件
が加わり、同年６月退陣

橋本 龍太郎 1997年4月に5%へ。翌年の
参院選に大敗し辞任

野田 佳彦
2012年に段階的に10%にあ
げる社会保障と税の一体改革
をまとめた後、年末の衆院選
で大敗し政権交代

安倍 晋三
2014年4月8%に。15年10
月予定だった10%への引き
上げを2度延期

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060
400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000
（人）

（年）

655,850

783,547

今回推計の2060年人口は、
前回推計より約13万人下振れ

1,059,241

1,271,093
1,334,841

▲127,697人

992,574

1,258,562

今回推計2022年推計

今回の推計と前回（2022年）推計の比較
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私の本棚

せ そ ど
い うう く

　

１
９
３
８（
昭
和
13
）年
、
厳
冬
の
樺
太
国
境
を
超
え

て
ソ
連
に
亡
命
し
た
女
優
が
い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
。
こ
の
本
の
著
者
、
岡
田
嘉
子
が
そ
の
人
で
す
。
当
時

彼
女
は
、ス
タ
ー
女
優
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
ま
み
れ
の
生
活
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
自
身
に
演
技
の
基
礎
が
な
い
こ
と
に
不

安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
舞
台
に
活
路
を
求

め
、
松
竹
傘
下
の
新
派
演
劇
、
井
上
正
夫
一
座
に
参
加
し

ま
す
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
共
産
主
義
者
の
演
出
家
杉
本

良
吉
と
激
し
い
恋
に
落
ち
、
共
産
国
家
へ
の
憧
れ
も
あ
っ

て
二
人
で
ソ
連
に
亡
命
、
消
息
を
絶
ち
ま
す
。
岡
田
嘉

子
35
歳
の
時
で
す
。

　

１
９
５
２（
昭
和
27
）
年
、
訪
ソ
し
た
国
会
議
員
が
彼

女
の
生
存
を
確
認
。
往
年
の
ス
タ
ー
が
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の

向
こ
う
側
で
ど
の
よ
う
に
生
き
て
来
た
の
か
。
関
心
が
高

ま
り
ま
し
た
。
１
９
７
２（
昭
和
47
）
年
11
月
、
34
年
振

り
に
帰
国
。
翌
年
こ
の
自
叙
伝
『
悔
い
な
き
命
を
』
を
刊

行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
に
対
す
る
彼
女
か
ら
の
答
え

と
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、こ
の
本
で
彼
女
が
語
っ
て
い
る
亡
命
し
て
か
ら
の

10
年
間
は
、ソ
連
当
局
が
作
り
上
げ
た
虚
構
の
経
歴
で

す
。
強
制
収
容
所
を
転
々
と
し
、
日
本
と
の
開
戦
に
備

え
対
日
諜
報
要
員
と
し
て
育
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、ス
タ
ー
リ
ン
の
粛
清
の
嵐
が
吹
く
ソ
連
を
ど
う
や
っ
て

生
き
抜
い
た
の
か
、
何
を
し
て
い
た
の
か
、
彼
女
は
最
後

ま
で
本
当
の
こ
と
を
語
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
９
４
７
年
秋
に
釈
放
さ
れ
、
翌
年
４
月
モ
ス
ク
ワ
放

送
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
10
歳
下

の
日
本
人
の
同
僚
で
、
戦
前
日
活
の
人
気
俳
優
だ
っ
た

滝
口
新
太
郎
と
結
婚
。
滝
口
の
協
力
も
あ
っ
て
、
50
歳

を
こ
え
て
、
念
願
の
演
劇
大
学
に
入
り
、
女
優
と
し
て
、

演
出
家
と
し
て
、
再
び
華
々
し
い
活
躍
が
始
ま
り
ま
す
。

１
９
７
１
年
10
月
、
夫
の
滝
口
新
太
郎
が
肝
硬
変
で
死

亡
。
翌
年
11
月
、
滝
口
の
遺
骨
と
と
も
に
日
本
に
帰
国
し

ま
す
。
彼
女
は
、
70
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
こ
の

本
を
刊
行
し
た
後
、一時
ソ
連
に
戻
り
ま
す
が
、１
９
７
４

（
昭
和
49
）
年
２
月
に
再
来
日
し
、
日
本
の
芸
能
界
に
復

帰
、
演
劇
や
映
画
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
１
９
８
６（
昭

和
61
）年
に
日
本
の
芸
能
界
を
再
び
引
退
し
ソ
連
へ
戻
り
、

ソ
連
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年
89
歳
。

悔いなき命を
著者：岡田 嘉子　　出版：廣済堂出版

このレポートは環境に配慮した
FSCR森林認証紙を使用しています

　

こ
の
自
叙
伝
に
は
、
砥
部
町
出
身
の
俳
優
井
上
正
夫
の
名
前

が
よ
く
出
て
き
ま
す
。
こ
の
時
代
の
演
劇
人
、
そ
し
て
、
彼
女
自

身
が
井
上
正
夫
と
い
う
俳
優
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
読

み
取
れ
ま
す
。
彼
女
は
、
井
上
正
夫
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
式

典（
１
９
８
０
年
）と
、
胸
像
建
立
記
念
式
典（
１
９
８
５
年
）
の

折
に
砥
部
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
岡
田
嘉
子
と
い
う
波
乱
の
人
生

を
お
く
っ
た
女
優
を
知
る
こ
と
で
、
改
め
て
井
上
正
夫
の
人
間
と

し
て
の
大
き
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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